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新たなWHO主任看護官に
トンガ王国出身の看護師を指名

　1月 3 日付で退任した世界保健機
関（WHO）の主任看護官（CNO）
であるエリザベス・イロ氏の後任と
して、アメリア・ラトゥ・アフハマ
ンゴ・トゥイプロトゥ氏が指名され
た。同氏は、WHO西太平洋地域に
所属するポリネシア地域のトンガ
王国出身で、2014 ～ 19 年まで同国
のCNOであり、その後、21 年まで
女性として同国初の保健大臣を務め
た。19 年からはオーストラリアの
シドニー大学の名誉准教授に就任。
20 年 5 月～ 22 年 12 月には、WHO
執行理事会のメンバーを務めた。

　エリザベス氏
に引き続き、西
太平洋地域の看
護師が CNO を
務めることとな
る。就任は、本
年の第一四半期
内を予定。
　国際看護師協会（ICN）のパメラ・
シプリアーノ会長は、アメリア氏の
CNO 就任を歓迎し、WHO および
世界における看護師の役割と影響力
をさらに高めるために、ICN とし
ても支援することを表明した。

　日本看護協会では、看護協会に入会いただいた看護職の皆さまに向け、
さまざまな会員限定サービスを提供しています。

【主な会員限定サービス】
・看護職賠償責任保険制度への加入（任意）
・機関紙「協会ニュース」による情報提供
・ 日本看護協会が開催する各種研修および日本看護学会学術集会
への会員料金での参加や演題発表
・ 国際看護師協会（ICN）、国際助産師連盟（ICM）の国際学会
などへの参加や演題発表
・日本看護協会図書館の利用
・会員向け福利厚生（見舞金、表彰制度など）

　看護職賠償責任保険制度や研修、学会などは皆さまの業務との関連性
が強く、多くの方が利用・参加されています。また、「協会ニュース」（本
紙）は毎月お手元に届くため、看護の政策や業務に関する最新動向など
をチェックするために活用いただけます。
　さらに、看護職賠償責任保険制度については 2023 年度から、昨今の
医療現場の状況を踏まえ、補償内容が充実されます。新たに、就業中の
けがによる入院・手術・通院の補償や特定感染症による後遺障害・入院・
通院の補償、ハラスメントを受けた場合の弁護士費用（争訟費用・着手
金など）の補償が加わります（※）。
　こうした、現場のニーズを踏まえたサービスをいち早く提供できるよ

う、医療安全の推進や看護の質の向上、労働政策などに取り組んでいる
看護協会ならではの強みを生かした会員向けサービスの検討・提供を
行っています。
　本会では看護職として日々、現場で活躍する会員の皆さまをサポート
するためのサービスを各種設けています。ぜひご活用くださ
い。
※本会HP「看護職賠償責任保険制度」（右記二次元コード）
加入方法、補償内容の詳細はこちらからご確認ください。

WEB上で会員情報や研修受講の管理ができる！
会員マイページ「キャリナース」

　ご紹介した限定サービスの他に、会員の皆さまのキャリア構築を支援す
る会員専用のWEBページ「キャリナース」も提供しています。「キャリナー
ス」に登録することにより、スマートフォン一つで会員マイページから
会員情報の管理だけでなく、看護協会主催の研修の受講管理もできます。
受講した研修の実績を「キャリナース」に研修履歴として積み上げること
により、キャリア管理ツールの一つとして活用することもできます。まだ
ご登録いただいていない方は、この機会にぜひご登録ください！

【会員マイページ「キャリナース」の機能】
・看護協会主催の研修の受講履歴を確認できる
・看護協会主催の研修を検索できる
・看護協会以外の研修もご自身で入力が可能
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都道府県看護協会でも会員向けのサービスを実施
　本会だけでなく、都道府県看護協会でも会員向けのサービスを提供し
ています。
　都道府県看護協会主催の研修の受講や学会の参加に関するものだけで
なく、会員限定のイベントやレジャー施設の優待など、日々、看護職と
して現場で働く皆さまのリフレッシュを支援するようなサービスを行っ
ているところもあります。
　サービスの内容は都道府県看護協会により異なります。詳細はご所属
の都道府県看護協会にご確認ください。

会員限定サービスや「キャリナース」を使いこなそう第1回

2023年度看護関係予算
特定行為研修制度の拡充や人材確保を図る

　政府は昨年 12 月 23 日、2023 年
度の予算案を閣議決定した。一般会
計の総額は、114 兆 3,812 億円（前
年度107兆5,964億円）だった。うち、
社会保障関係費は 36 兆 8,889 億円
と、前年度（36 兆 2,735 億円）から
1.7％増となった。

◆厚生労働省

　厚生労働省の看護関係予算では
「看護職員の資質向上等」の中で、
看護師の特定行為に係る指導者育成
等事業に 6,600 万円が計上された。
その中で、特定行為研修修了者を対
象にフォローアップのための講習が
新たに実施される。また、特定行為
研修の組織定着化支援事業として、
1億 4,500 万円が新たに措置された。
看護師への研修受講と研修修了者の
活動を推進する取り組みを組織的・
継続的に実施する医療機関に対し
て、必要な経費の支援を行う。
　「看護職員の確保対策等」では、
中央ナースセンター事業に 2 億
3,500 万円が充てられたほか、新型
コロナウイルス感染症などの新興
感染症に係る看護職員等確保事業

（5,300 万円）が新設された。本事業
では、日本看護協会や都道府県看護
協会が、医療機関への応援派遣に対
応できる看護職員の研修を実施し、
研修修了者のリスト化を進める。ま
た、一部の都道府県で感染が拡大し
た場合に、本会が応援派遣を調整で
きる体制の整備も行うとされた。
　なお、マイナンバー制度を活用し
た看護職の人材活用システム化事業
（2 億 2,900 万円）、それに伴うナー
スセンター・コンピュータ・システ
ム（NCCS）の改修経費（2億 9,200
万円）が 2022 年度の第 2 次補正予
算で計上されている。

◆文部科学省

　文部科学省の予算には、新たに、
がん医療の高度化などに対応できる
医療人材の養成に関する事業（8億
5,200 万円）が盛り込まれた。がん
医療の現場の課題に対応する看護職
員や、がん予防に携わる看護職員の
教育を推進する。また、学校におけ
る医療的ケアについては、自治体な
どによる看護職員の配置への支援が
拡充された。

　「看護の日・看護週間」事業に
関する理解や支持を得るための
メッセンジャーとして、2021 年
度に制作した「看護の日」キャラ
クター・かんごちゃん。今回、さ
らなる活用や看護の魅力発信につ
なげるため、47 都道府県バージョ
ンを制作しました。詳細は、本会
HP「看護の日」をご覧ください。

「看護の日」キャラクター　かんごちゃん

47 都道府県バージョンが完成

【熊本県】
すいか

【京都府】
舞妓さん

【秋田県】
秋田竿燈
まつり

看護職として活躍する皆さまをサポートする
日本看護協会の会員向けサービス

う
看活用しよう！

 看護協会の会員向けサービス


